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「　

俗　

音　

」　

考

中　

澤　

信　

幸

（
文
化
シ
ス
テ
ム
専
攻
　
言
語
科
学
領
域
担
当
）

は
じ
め
に

　

日
本
漢
字
音
は
「
漢
音
」「
呉
音
」
お
よ
び
「
唐
音い

ん

」
に
分
け
ら
れ
る
が
、
こ
の

よ
う
な
体
系
的
な
区
別
が
定
着
し
た
の
は
江
戸
時
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る

１
。
し
か

し
な
が
ら
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
の
漢
字
音
研
究
文
献
に
は
、
こ
の
よ
う
な
漢

字
音
の
区
分
と
は
別
に
「
俗
音
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
。

例
え
ば
明
治
時
代
の
『
日
台
大
辞
典
』（
明
治
四
〇
年
刊
、
一
九
〇
七
）
に
付
載
さ

れ
る
「
日
台
字
音
便
覧
」
で
は
、
冒
頭
に

　
　

 

漢
字
ノ
下
ニ
附
シ
タ
ル
假
名
ハ
普
通
、
右
方
ハ
漢
音
、
左
方
ハ
吳
音
ヲ
表
ハ
セ

ド
モ
屢
俗
音
ヲ
混
ヘ
出
セ
ル
所
ア
リ
（『
日
台
大
辞
典
』「
日
台
字
音
便
覧
」
表

紙
裏
。
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。）

と
い
う
凡
例
が
示
さ
れ
る
。

　

こ
の
「
日
台
字
音
便
覧
」
に
お
け
る
「
俗
音
」
は
、
こ
ん
に
ち
の
「
慣
用
音
」
に

も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
「
俗
音
」
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
、

「
漢
音
」「
呉
音
」
な
ど
と
対
峙
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿

で
は
、
日
本
の
漢
字
音
研
究
文
献
に
お
け
る
「
俗
音
」
の
発
生
と
変
遷
に
つ
い
て
考

察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一　

「
俗
音
」
に
つ
い
て

　

漢
字
音
研
究
文
献
に
お
け
る
「
俗
音
」
を
見
る
前
に
、
ま
ず
「
俗
音
」
と
い
う
語

の
意
味
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
―
一　
「
俗
」
の
意
味

　

俗
音
と
は
当
然
「
俗
」
の
「
音
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
俗
」
と
い

う
字
に
つ
い
て
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
お
け
る
記
述
を
見
て
み
よ
う
。

一　

な
ら
ひ
。
な
ら
は
し
。
風
俗
。〔
説
文
〕
俗
、
習
也
、
从
レ
人
谷
聲
。
…

二　

の
ぞ
み
。

三　

つ
ぐ
。

四　

世
の
つ
ね
。
な
み
。
凡
庸
。

五　

い
や
し
い
。
ひ
く
い
。
雅
の
対
。

六　

世
の
中
。
世
の
人
。

七　

出
家
し
な
い
人
。
僧
の
對
。

八　

古
は
圱
に
作
る
。

…【
俗
音
】
な
ま
つ
た
音
。
訛
音
。

【
俗
韻
】
野
卑
な
調
子
。
卑
し
い
音
。
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（『
大
漢
和
辞
典
』
巻
一
・
783
頁
、
修
訂
版
、
一
九
八
四
、
大
修
館
書
店
）

　

こ
こ
で
は
「
な
ら
い
、な
ら
は
し
」
と
い
う
意
味
か
ら
、「
い
や
し
い
」
や
「
世
の
中
」

へ
と
派
生
し
て
い
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
用
例
に
も
挙
げ
ら
れ
て
い
た
『
説
文

解
字
』
に
は

　
　

 

俗　

習
也
…
从
人
谷
聲（
段
玉
裁『
説
文
解
字
注
』八
篇
上
・
23
ウ
７
〜
24
オ
１
）

と
あ
り
、も
と
も
と「
俗
」は「
習
」（
な
ら
い
）と
い
う
意
味
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
れ
で
は
、
日
本
側
で
は
こ
の
「
俗
」
は
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

一
―
二　

日
本
側
の
文
献
に
見
る
「
俗
」

　

ま
ず
『
新
撰
字
鏡
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

 

俗
﹇
似
足
反
凡
﹈（
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
巻
一
・
27
ウ
８
。﹇　

﹈
は
割
注
を

示
す
。
以
下
同
じ
。）

　

す
な
わ
ち
、「
俗
」
イ
コ
ー
ル
「
凡
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
凡
」
は
「
平

凡
」「
凡
人
」
を
想
起
さ
せ
る
。

　
『
類
聚
名
義
抄
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

 

俗　

亠
續ソ

ク　

ヨ
ヲ
ト
コ　

ウ
ム　

ヤ
フ
ル　

ナ
ラ
ヒ　

ア
ル
シ　

ト
コ
ロ
（
観

智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
佛
上
・
二
一　

14
オ
７
）

　

最
初
の
「
ヨ
ヲ
ト
コ
」
と
い
う
訓
は
「
世
俗
の
人
」
と
い
う
意
味
を
想
起
さ
せ
る
。

一
方
で
「
ナ
ラ
ヒ
」
と
い
う
訓
は
『
説
文
解
字
』
以
来
の
注
を
承
け
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　
『
色
葉
字
類
抄
』
で
は
、
次
の
よ
う
な
熟
語
と
し
て
「
俗
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　

僧ソ
ウ

﹇
弥ミ

天テ
ン

桒
門
﹈
俗ソ

ク （
黒
川
本
『
色
葉
字
類
抄
』
中
・
16
オ
６　

人
倫

付
）

　

つ
ま
り
、「
僧
」
に
対
峙
す
る
概
念
と
し
て
「
俗
」
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
『
類

聚
名
義
抄
』
と
同
様
に
、「
世
俗
の
人
」
を
想
起
さ
せ
る
。

　
『
節
用
集
』
で
も
「
僧
俗
」
と
い
う
熟
語
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

僧
俗ゾ

ク

﹇
―
侶リ

ヨ

―
徒ト

―
衆シ

ユ

﹈（
易
林
本
『
節
用
集
』
上
・
50
オ
６　

人
倫
）

　

日
本
側
で
は
「
俗
」
は
「
凡
」、あ
る
い
は
「
習な

ら

い
」
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
の
が
、

や
が
て
仏
教
語
と
し
て
（「
僧
」
と
対
峙
し
た
）「
世
俗
」「
世
間
一
般
」
と
い
う
意

味
へ
と
変
遷
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
方
、
上
代
文
献
に
は
「
俗
語
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
用
例
も
あ
る
。

　
　

国
巣
﹇
俗
語
、
都
知
久
母
。
又
云
二
夜
都
賀
波
岐
一
。﹈

　
　

国く

巣ず

、
俗

く
に
ひ
との

語こ
と
ば、

都つ

知ち

久く

母も

。
又
、
夜や

都つ

賀か

波は

岐ぎ

と
云
ふ
。

　
　

 （『
常
陸
風
土
記
』
茨
城
郡
、新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
風
土
記
』
366

－

367
頁
、

小
学
館
）

　
　

嬥
歌
者
東
俗
語
曰
賀か

我が

比ひ

（『
万
葉
集
』
巻
九
・
一
七
五
九
番
歌
）

　

こ
れ
ら
の
「
俗
語
」
は
「
風
俗
語
」「
土
俗
語
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、

位
置
付
け
と
し
て
は「
正
常
語
」「
普
通
語
」に
対
峙
し
た「
土
語
」「
地
方
語
」で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
、
こ
の
「
俗
語
」
は
い
わ
ゆ
る
「
方
言
」
と
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る

２
。

一
―
三　
「
俗
音
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
化

　
「
俗
」
に
は
以
上
の
よ
う
な
意
味
の
変
遷
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
「
俗
音
」
は

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
大
漢
和
辞
典
』
で
は
、「
俗
音
」「
俗
韻
」
に
は
「
な
ま
っ
た
音
」「
卑
し
い
音
」

と
い
う
程
度
の
説
明
し
か
な
く
、
特
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
は
認
め
ら
れ
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
本
稿
の
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治

時
代
に
お
け
る
「
俗
音
」
と
い
う
語
に
は
、
特
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
存
在
す
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
「
俗
音
」
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
し

て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

二　

『
和
名
類
聚
抄
』
の
「
俗
音
」

二
―
一　
『
和
名
類
聚
抄
』
の
「
俗
」
音
注
に
つ
い
て

　

平
安
時
代
中
期
、承
平
年
間（
九
三
一
〜
九
三
八
）に
源
順
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た『
和
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名
類
聚
抄
』
に
は
、
注
文
に
「
俗
」
あ
る
い
は
「
此
間
」
等
を
冠
し
て
漢
語
の
字
音

形
を
表
し
た
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　

 
鳳
凰　

爾
雅
云
雄
曰
鳳
﹇
音
俸
俗
云
豊
﹈
雌
曰
凰
﹇
音
皇
﹈
羽
蟲
之
長
也
（
元

和
古
活
字
版
二
十
巻
本
、
巻
一
八
・
２
ウ
４
〜
５
）

　
『
和
名
類
聚
抄
』
で
は
通
常
、
漢
語
に
出
典
と
漢
文
注
（
義
注
・
音
注
）、
さ
ら
に

万
葉
仮
名
に
よ
る
「
和
名
」
が
示
さ
れ
る
。
音
注
は
韻
書
等
か
ら
引
用
さ
れ
た
反
切

が
主
で
あ
る
が
、中
に
は
右
の
よ
う
な「
俗
」「
此
間
」等
を
冠
し
た
音
注
も
存
在
す
る
。

こ
れ
ら
は
韻
書
等
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
源
順
に
よ
っ
て
独
自
に
注
さ
れ

た
蓋
然
性
が
高
い
。

　

こ
れ
ら
「
俗
」
音
注
は
、「
韻
書
の
反
切
音
」
と
対
峙
し
た
「
呉
音
」
を
表
し
た

も
の
と
位
置
付
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
し
実
際
に
は
、こ
れ
ら「
俗
」音
注
は「
呉

音
系
字
音
を
体
系
的
に
把
握
し
た
う
え
で
の
音
注
で
は
な
く
、
常
用
さ
れ
た
漢
語
の

字
音
形
や
和
訓
を
表
そ
う
と
し
た
『
和
名
類
聚
抄
』
中
の
「
俗
」「
此
間
」
と
い
う

概
念
の
部
分
的
要
素
」
で
あ
り
、
必
ず
し
も
「
俗
」
音
注
イ
コ
ー
ル
「
呉
音
」
と
い

う
わ
け
で
は
な
い

３
。

　

こ
の
『
和
名
類
聚
抄
』
の
用
例
は
、日
本
漢
字
音
史
に
お
け
る
「
俗
音
」
の
「
走
り
」

と
も
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
「
俗
音
」
に
対
峙
す
る
の
は
あ
く
ま

で
「
正
音
」（
漢
音
、韻
書
の
反
切
音
）
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
『
和
名
類
聚
抄
』
に
お
け
る
「
俗
」
は
和
語
に
も
冠
せ
ら
れ
て
お
り
、
漢
字
音

だ
け
を
対
象
と
し
た
「
俗
音
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
存
在
し
て
い
た
と
は
考
え
に

く
い
。
こ
こ
で
の
「
俗
」
は
（「
此
間
」
と
と
も
に
）「
世
間
」
の
意
味
で
捉
え
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う

４
。

二
―
二　

江
戸
時
代
に
お
け
る
『
和
名
類
聚
抄
』
の
「
俗
音
」
受
容

　

さ
て
、『
和
名
類
聚
抄
』
は
江
戸
時
代
の
初
め
に
「
元
和
古
活
字
版
」（
元
和
三
年

巻
、
一
六
一
七
、
二
十
巻
本
）
が
出
版
さ
れ
、
以
後
こ
れ
を
も
と
に
し
た
製
版
本
が

数
次
に
わ
た
り
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
江
戸
時
代
後
期
に
は
狩
谷
棭
斎
に
よ
っ
て
『
箋

注
和
名
類
聚
抄
』（
文
政
一
〇
年
成
、
一
八
二
七
）
も
著
さ
れ
る
。
つ
ま
り
江
戸
時

代
の
学
問
研
究
で
は
、
こ
の
『
和
名
類
聚
抄
』
は
広
く
知
れ
渡
っ
て
い
た
と
言
え
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
和
名
類
聚
抄
』
に
お
け
る
「
俗
音
」
も
、
後
で
述
べ
る
太
田

全
斎
『
漢
呉
音
図
』（
文
化
一
二
年
成
、
一
八
一
五
）
に
引
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

江
戸
時
代
に
は
何
ら
か
の
形
で
認
識
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
江
戸
時
代
の
漢
字
音
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
の
「
俗
」
や
「
俗
音
」

は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
『
和
名
類
聚
抄
』
の
「
俗
音
」

は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

三　

江
戸
時
代
の
「
俗
音
」

三
―
一　

法
華
経
字
音
学

　

ま
ず
江
戸
時
代
初
期
か
ら
前
期
の
法
華
経
字
音
学
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
江
戸

時
代
に
は
日
蓮
宗
に
よ
る
法
華
経
音
義
書
が
多
数
出
さ
れ
た
が
、
日
遠
の
『
法
華
経

随
音
句
』（
元
和
六
年
成
、
一
六
二
〇
、
寛
永
二
〇
年
刊
、
一
六
四
三
）
は
そ
の
草

分
け
と
も
言
え
る
書
で
あ
る
。そ
れ
以
前
の
天
台
宗
で
作
成
さ
れ
た
法
華
経
音
義（
例

え
ば
心
空
『
法
華
経
音
義
』『
法
華
経
音
訓
』
等
）
と
は
異
な
り
、
伝
統
的
な
法
華

経
読
誦
音
を
中
国
の
仏
教
書
や
韻
書
・
韻
図
に
よ
っ
て
積
極
的
に
改
変
し
て
い
る
の

が
特
徴
で
あ
る

５
。
こ
の
書
で
は
、
法
華
経
の
字
音
注
釈
に
お
い
て
「
風
俗
」
と
い

う
語
を
用
い
て
い
る
部
分
が
あ
る
。

　
　

 

○
亦
如
壓ア

フ

油
殃

文
、
音
義
云
、
壓
、
説
文
、
於
甲
反
、
…
箋
難
云
、
押
音

文
。

尓
レ
ハ

是
レ

、
ア
フ

ノ
音
也
。
然

モ
常

ニ
ハ

、
ヱ
フ

ト
讀
來

リ
。
心
空
等

モ
、
亦
ヱ
フ

ト

讀
マ
セ
タ
リ

。
愚
案

ス
ル
ニ

レ　

 

之
、
倶
無

シ二
不
可
一
。
…
尓

ハ
、
ア
フ
、
ヱ
フ
、
可
レ
從
二

意
樂
一
。
若
從
二
上
古

ノ
指
南
一
、
ア
フ

ト
可
讀
之
。
若
任

セ
ハ

二

風
ノ

俗
讀
來

レ
ル
ニ

一　

、

又
ヱ
ウ

ト
モ

、
可
讀
之
歟
。（『
法
華
経
随
音
句
』
巻
下
・
25
オ
５
〜
25
ウ
１
）

　

こ
こ
で
は
日
遠
は
「
壓
」
と
い
う
字
の
音
に
つ
い
て
、
本
来
な
ら
「
ア
フ
」
と
読

む
べ
き
だ
が
、「
ヱ
フ
」
で
も
よ
い
、
ま
た
「
風
俗
の
読
み
来
た
れ
る
」
に
任
せ
る

ヱ
フ
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な
ら
「
ヱ
ウ
」
と
も
読
ん
で
も
よ
い
、
と
述
べ
る
。
こ
の
場
合
の
「
風
俗
」
は
「
世

間
一
般
」と
捉
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
書
は
仏
教
書
で
も
あ
る
の
で
、「
僧
」

と
対
峙
し
た
「
俗
」
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

同
じ
日
蓮
宗
の
僧
で
あ
る
日
相
の
『
法
華
経
音
義
補
闕
』（
元
禄
八
年
成
、
一
六

九
五
、
元
禄
一
一
年
刊
、
一
六
九
八
）
で
は
、
字
音
注
釈
に
お
い
て
「
俗
」「
世
俗
」

と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
る
。

　
　

 

樂
（
ゲ
ウ　

去
濁
／
ガ
ク　

入
濁
／
ラ
ク　

入
）　

上
聲

ノ
之
時

ハ
、
ケ
ウ
ノ
コ

ヱ
ニ
テ

子
ガ
フ
ト
ヨ
ム
ソ
。
入
聲

ニ
清
濁
ア
リ
。
清
音

ハ
洛ラ

ク
ノ

音
ニ
テ

タ
ノ
シ
ム

ト
ヨ

ム
。
濁
音

ハ
ガ
ク
ノ
コ
ヱ
、
音ヲ

ン

樂カ
ク

妓
樂
ナ
リ
。
俗

ニ
自

ジ
ゲ
ウ
白
ラ
ク

ト
云
、
大

ナ
ル
悞
ナ
リ
（『
法
華
経
音
義
補
闕
』
巻
一
・
５
ウ
６
〜
７
。
カ
ッ
コ
内
は
音

注
を
示
す
。）

　
　

 

令
人

：

樂ゲ
ウ

聞
●

文　

樂ゲ
ウ

ハ
去
聲
子
カ
フ

ト
ヨ
ム
也
。
付
レ
之
世
俗
ゲ
ウ

ト
ラ
ク

ト
ヲ

書
キ

分
ル

ト
テ
、
自ジ

ゲ
ウ
、
白ハ

ク

ラ
ク

ト
イ
ヘ
ル

ハ
、
ヒ
ガ
コ
ト
也
。
ゲ
ウ

モ
ラ
ク

モ
本

ト

一
字
ナ
レ

、
韻

ニ
ヨ
リ
テ
音コ

ヱ

替
ル

也
。
音
カ
ハ
レ
ハ
、
ヨ
ミ
亦
カ
ハ
ル
也
。

上
ノ

一
字
兩
音

ノ
中

ニ
如
二
委

ク
記

ル
カ

一

。
…
（『
法
華
経
音
義
補
闕
』
巻
二
・
９
オ

５
〜
８
）

　

い
ず
れ
も
「
自
樂
白
樂
」
を
、「
俗
」「
世
俗
」
で
は
「
自ジ

ゲ
ウ
白ハ

ク

ラ
ク
」
と
読
む

こ
と
の
非
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
俗
」「
世
俗
」
は
、
や
は
り
「
世
間
一
般
」
と

捉
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
「
僧
」
と
対
峙
し
た
「
俗
」
と
捉
え
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
遠
、
日
相
と
も
「
俗
音
」
を
特
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て

認
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

三
―
二　

文
雄
『
磨
光
韻
鏡
』

　

江
戸
時
代
中
期
に
文
雄
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
磨
光
韻
鏡
』（
延
享
元
年
刊
、
一

七
四
四
）は
、『
韻
鏡
』を
も
と
に
す
べ
て
の
漢
字
に「
呉
音
」「
漢
音
」「
華
音（
唐
音
）」

を
与
え
た
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
字
音
仮
名
遣
い
」
研
究
の
草
分
け
と
も
言
え

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
磨
光
韻
鏡
』
に
も
「
俗
音
」
に
関
す
る
言
及
が
い
く
つ
か

見
ら
れ
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

邪
雄
竊

ニ
按

ス
ル
ニ

、
曉
匣

ノ
二
母
清
濁
二
音
素
不
レ
同

シ
カ
ラ

。
混
レ
之

ヲ
以

テ
爲

ルレ
一

ト
者

ハ
中
原
雅
音

ナ
リ

也
。
洪ヲ

ン
ヲ

爲
二
音
烘フ

ホ
ン

ト一
、
何ヲ

ウ
ヲ

爲
二
音
訶ホ

ウ
ト一

、
行イ

ン
ヲ

爲
ル
ノ

二

音
亨ヒ

ン
ト一

之
類
是
也
。
具

ニ
戴

ス二
韻
學
集
成

ニ一
。
素
不
二
正
音

ナ
ラ

一

。
予
以

テ
爲
二
俗
音

ト一
。
學

者
以
二
雅
音

ノ
之
稱
同

キ
ヲ

一

相
混

ス
ル

者
ハ

非
ナ
リ

矣
。
雖
レ
然

ト
俗
間
以
二
匣
母

ノ
所
レ

屬
ス
ル

字
ヲ一

犯
ス二

曉
母

ノ
音

ヲ一
者
頗

ル
多

シ
。
所

ナ
リ

三

以
テ

立
ル二

曉
匣
雙
飛

ヲ一
也
。（『
磨
光

韻
鏡
』
下
・
11
ウ
６
〜
10
。
句
読
点
は
筆
者
に
よ
る
。）

　

ま
た
文
雄
に
は
、『
韻
鏡
指
要
録
』『
翻
切
伐
柯
篇
』（
宝
暦
一
三
年
頃
成
、一
七
六
三
、

安
永
二
年
刊
、
一
七
七
三
）
と
い
う
『
韻
鏡
』
や
韻
学
に
関
す
る
著
作
が
あ
る
。
そ

の
『
韻
鏡
指
要
録
』
に
も
「
俗
音
」
に
関
す
る
言
及
が
見
ら
れ
る
。

前
版
ノ
磨
光
韻
鏡
ニ
毎
字
華
音
及
ヒ
漢
音
呉
音
ヲ
附
セ
リ
其
中
華
音
ト
ハ
世
ニ

所
謂
唐
音
ナ
リ
是
亦
一
ナ
ラ
ス
我
邦
長
﨑
ニ
傳
フ
ル
所
官
話
ア
リ
俗
話
ア
リ
俗

話
ノ
中
ニ
杭ハ

ン

州チ
ウ

漳チ
ヤ
グ

州チ
ウ

等
ノ
不
同
ア
リ
前
ニ
戴
ス
ル
者
ハ
杭ハ

ン

州チ
ウ

音オ
ム

ナ
リ
此
音
大

氐
韻
書
ノ
規
矩
ニ
叶
フ
故
ニ
取
テ
正
音
ト
ス
ル
ナ
リ
然
リ
ト
イ
ヘ

其
音
モ
亦

謬
リ
傳
ル
者
間マ

ヽ

コ
レ
ア
リ
逐
一
韻
書
ニ
是
正

國カ
ナ

字ヲ

施
ス
所イ

ハ

謂ユ
ル

宦
話
ハ
亦
中
原

ノ
雅
音
ト
云
明
朝
人
此
音
ヲ
崇タ

ツ
トミ

杭
州
音
ヲ
卑イ

ヤ
シト

シ
呉
音
ト
稱
ス
ル

ア
リ
…

豈
呉
音
ヲ
以
テ
譏ソ

シ

ル
ヘ
ケ
ン
ヤ
其
中
原
雅
音
ハ
清
濁
偏
ニ

中
ヲ
得
ス
三
十
六

母
ト
乖ク

ヱ

角
ス
明
人
是
ヲ
崇
ム
者
ハ
時
世
ノ
風
俗
ナ
ル
ヘ
シ
ト
イ
ヘ

音
ノ
是
非

ヲ
知
ラ
サ
ル
ニ
似
タ
リ
杭
州
ヲ
俗
音
ト
シ
中
原
音
ヲ
雅
音
ト
稱
シ
亦
中
州
音
ト

云
官
話
ト
モ
云
字
母
ヲ
更ア

ラ
タメ

清
濁
ヲ
濫
ス
ル
者
予
ニ
於
テ
之
ヲ
見
レ
ハ
明
人
ノ

倒
見
ナ
リ
ト
覺
フ
故
ニ
予
杭
州
音
ヲ
崇
ミ
中
州
音
ヲ
俗
音
ト
ス
唐
宋
以
上
ノ
韻

書
ハ
杭
州
音
ニ
叶
フ
テ
中
州
音
ニ
叶
ハ
サ
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
（『
韻
鏡
指
要
録
』

28
ウ
９
〜
29
ウ
10　

華
音
）

然
レ
ハ
我
邦
傳
フ
ル
漢
音
其
出
處
ヲ
詳
ニ
セ
ス
深
ク
按
ス
ル
ニ
唐
代
ニ
行
ハ

ル
ヽ
音
種
不
同
ニ
シ
テ
我
邦
今
ノ
世
呉
音
漢
音
官
話
俗
話
漳チ

ヤ
グ

州チ
ウ

福
州
種
種
ノ

音
ア
ル
カ
如
ク
ナ
ル
ヘ
シ
其
中
ニ
シ
テ
我
カ
呉
音
ニ
近
キ
彼
地
流
行
ノ
一
音
ヲ
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傳
ヘ
テ
此
地
ニ
テ
漢
音
ト
名
ケ
正
音
ト
稱
セ
ル
者
ナ
ル
ヘ
シ
決
シ
テ
唐
代
通
行

ノ
正
音
ニ
ハ
ア
ラ
ス
是
モ
亦
俗
音
ニ
シ
テ
呉
音
ノ
類
ナ
リ
ト
知
ル
ヘ
シ
或
説
ニ

此
漢
音
ヲ
即
チ
中
原
漢
音
ニ
シ
テ
今
ノ
宦
話
ナ
リ
ト
云
ル
ハ
妄
ナ
リ
（『
韻
鏡

指
要
録
』
31
オ
１
〜
７　

漢
音
）

　

こ
れ
ら
の
書
で
文
雄
は
「
俗
話
」
を
中
国
に
お
け
る
「
官
話
（
宦
話
）」
と
の
対

比
で
位
置
付
け
、「
俗
音
」
を
中
国
に
お
け
る
「
雅
音
」「
正
音
」
と
対
峙
す
る
も
の

と
し
て
用
い
て
い
る
。
つ
ま
り
文
雄
は
「
俗
音
」
を
中
国
に
お
け
る
（
官
話
と
は
異

な
る
）
言
語
音
と
捉
え
て
お
り
、
日
本
の
「
呉
音
」「
漢
音
」
と
は
別
次
元
で
考
え

て
い
る
の
で
あ
る
。
文
雄
は
「
俗
音
」
を
中
国
の
も
の
と
し
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
し
て

い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
前
述
の
『
和
名
類
聚
抄
』
や
法
華
経
字
音
学
と
は

「
俗
音
」
の
捉
え
方
が
異
な
っ
て
い
る
と
言
え
る

６
。

三
―
三　

本
居
宣
長
『
漢
字
三
音
考
』

　

文
雄
に
引
き
続
き
、「
字
音
仮
名
遣
い
」
を
確
立
さ
せ
た
の
が
本
居
宣
長
で
あ
る
。

宣
長
に
は
『
字
音
仮か

字な

用づ
か
い格

』（
安
永
五
年
刊
、
一
七
七
六
）『
漢
字
三
音
考
』（
天

明
五
年
刊
、一
七
八
五
）『
地
名
字
音
転
用
例
』（
寛
政
一
二
年
刊
、一
八
〇
〇
）と
い
っ

た
漢
字
音
研
究
の
書
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、『
漢
字
三
音
考
』
に
は
「
俗
音
」
に
関

す
る
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

唐
音
ト
ハ
唐
國
ノ
音
ト
云
事
。
今
ト
ハ
其
音
古
ト
今
ト
同
ジ
カ
ラ
ザ
ル
故
ニ
。

コ
レ
ヲ
分

テ
テ
云
也
。﹇
漢
音
ハ
ノ
漢

ノ
代
ノ
音
。
唐
音
ハ
唐

ノ
代
ノ
音
ト
意
得

ル
ハ
非
也
。
此
方
ノ
中
古
ノ
書
ニ
。
唐
音
宋
音
ト
並
ベ
テ
云
ル
ナ
ド
ハ
。
唐

ノ

代
ノ
音
ヲ
云
ル
ナ
レ
ド
。
ソ
ハ
別
ノ
コ
ト
也
。
又
或
人
。
古

ヘ
ニ
漢
音
ト
云
ル

ハ
雅
音
。
唐
音
ト
云
ル
ハ
俗
音
也
ト
云
ル
モ
非
也
。
是

レ
ハ
古

ヘ
ヨ
リ
彼
國
中

原
ニ
モ
。
雅
音
ト
俗
音
ト
ノ
ア
リ
シ
モ
ノ
ト
心
得
タ
ル
カ
ラ
誤
レ
ル
ナ
リ
。
俗

音
訛
音
ナ
ド
云
ハ
邊
土
ノ
方
音
ノ
コ
ト
也
。
ソ
レ
ニ
對
ヘ
テ
中
原
ノ
音
ヲ
雅
音

ト
ハ
云
リ
。
中
原
ニ
モ
俗
音
モ
ア
リ
シ
ニ
ハ
非
ズ
。
タ
ト
ヒ
コ
レ
ア
リ
ト
モ
。

漢
ト
唐
ト
ヲ
以
テ
雅
俗
ヲ
分
ク
ベ
キ
由
ナ
シ
。
畢
竟
漢
音
ト
云
モ
唐
音
ト
云
モ

一
ツ
也
。
漢
音
唐
語
ナ
ド
ト
並
ベ
云
ル
モ
。
タ
ヾ
詞
ノ
ア
ヤ
ニ
字
ヲ
カ
ヘ
タ
ル

ノ
ミ
ニ
テ
。
漢
ト
唐
ト
ニ
異
ナ
ル
義
ア
ル
ニ
ハ
非
ズ
。
然
レ
ド
モ
今
時
ハ
。
唐

國
ノ
音
ヲ
漢
音
ト
云
テ
ハ
。
呉
音
ニ
對
ヘ
云
フ
漢
音
ニ
マ
ギ
ル
レ
バ
。
タ
ヾ
唐

音
ト
云
ゾ
宜
シ
キ
。﹈（『
漢
字
三
音
考
』
今
ノ
唐
音
ノ
事
、『
本
居
宣
長
全
集
』

第
五
巻
・
409
〜
410
頁
、
筑
摩
書
房
）

　

宣
長
は
「
俗
音
」
を
「
邊
土
ノ
方
音
」
と
し
、「
雅
音
」（「
中
原
ノ
音
」）
と
対
峙

さ
せ
て
い
る
。「
俗
音
」
を
「
方
音
（
方
言
の
音
）」
と
捉
え
て
い
る
点
は
、
一
―
二

で
挙
げ
た
日
本
の
上
代
文
献
と
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
こ
で
い

う
「
邊
土
ノ
方
音
」
は
あ
く
ま
で
中
国
に
お
け
る
方
言

７
音
で
あ
り
、
中
国
に
お
け

る
「
雅
音
」（「
中
原
ノ
音
」）
と
対
峙
す
る
も
の
と
し
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
宣
長
は
基
本
的
に
文
雄
の
「
俗
音
」
を
踏
襲
し
て

い
る
と
言
え
る
。

三
―
四　

太
田
全
斎
『
漢
呉
音
図
』

　

文
雄
に
引
き
続
い
て
『
韻
鏡
』
を
も
と
に
「
呉
音
」「
漢
音
」
を
定
め
た
も
の
に
、

太
田
全
斎
の
『
漢
呉
音
図
』（
文
化
一
二
年
成
、一
八
一
五
）
が
あ
る
。『
漢
呉
音
図
』

は
『
磨
光
韻
鏡
』
よ
り
さ
ら
に
細
か
く
、「
原
音
」「
次
音
」
と
い
う
概
念
を
導
入
し

て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
『
漢
呉
音
図
』
の
巻
下
「
漢
呉
音
図
説
」
に
は
、「
俗

音
」
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

俗
音

ト
ハ

卜
ノ

漢
音
ホ
ク

ハ
倭
清
音
ナ
ル
ニ
﹇（
割
注
略
）﹈
倭
濁
音
ノ
木

ノ
音

ニ
呼

﹇（
割
注
略
）﹈
倭
名
鈔
鳳
凰
音
俸
俗
音
豐
コ
レ

ハ
俸

ハ
第
二
轉
用
韻

ニ
テ

鳳
ト

同
位

ノ

字
倶

ニ
濁
音
ナ
ル
ヲ
清
音
ノ
豐

ニ
呼
故

ニ
俗
音

ト
イ
フ
コ
レ
ラ
今
常
呼

ト
ナ
リ
テ

改
メ

カ（
マ
マ
）ダ

キ
モ
ノ
ナ
リ
動
ノ
漢
音

ハ
ト
ウ
﹇
倭
清
音
﹈
呉
音

ハ
ヅ
ウ
﹇
倭
濁
音
﹈

ナ
レ
ハ
不
動
明
王

ハ
フ
ヅ
ウ

ト
呼

フ
ベ
キ

ヲ
フ
ド
ウ

ト
呼

ハ
漢

ニ
モ

呉
ニ
モ

ハ
ヅ
レ
タ
ル

呼
ナ
リ
濁

ダ
ク
ノ
ジノ

漢
音
タ
ク
﹇
倭
清
音
﹈
ナ
ル

ヲ
ダ
ク
﹇
倭
濁
音
﹈

ト
呼
是
等
皆
同

シ

（『
漢
呉
音
図
』
巻
下
「
漢
呉
音
図
説
」・
８
ウ
７
〜
９
オ
４
）

　

こ
こ
で
は
「
倭
名
鈔
」（『
和
名
類
聚
抄
』）
か
ら
の
引
用
と
し
て
、（
二
―
一
で
例
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と
し
て
挙
げ
た
）「
鳳
」
を
清
音
で
呼
ぶ
場
合
を
挙
げ
る
。
そ
し
て
「
こ
れ
ら
は
今

は
常
に
呼
ぶ
音
と
な
っ
た
の
で
、
改
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
他

に
も
「
卜
」
の
「
漢
音
」
を
濁
音
で
呼
ぶ
場
合
、「
動
」
を
ド
ウ
と
呼
ぶ
場
合
、「
濁
」

の
「
漢
音
」
を
濁
音
で
呼
ぶ
場
合
を
、「
俗
音
」
の
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

　

こ
の
記
述
を
見
る
と
、
太
田
全
斎
の
中
に
は
規
範
と
し
て
の
「
字
音
仮
名
遣
い
」

が
あ
り
、
そ
の
「
呉
音
」「
漢
音
」
に
は
合
わ
な
い
も
の
の
、
日
常
的
に
使
わ
れ
て

い
て
も
は
や
改
め
ら
れ
な
い
字
音
を
「
俗
音
」
と
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

　

二
―
一
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
和
名
類
聚
抄
』に
お
い
て
は
、「
俗
音
」は「
正
音
」（
漢

音
、
韻
書
の
反
切
音
）
と
対
峙
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
約
900
年
後
の
江

戸
時
代
に
お
い
て
は
、『
和
名
類
聚
抄
』
の
「
俗
音
」
は
「
字
音
仮
名
遣
い
」
の
「
呉
音
」

「
漢
音
」
と
対
峙
す
る
も
の
と
し
て
受
け
取
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
稿
の
冒

頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、江
戸
時
代
に
至
っ
て
「
呉
音
」「
漢
音
」（
お
よ
び
「
唐
音
」）

の
体
系
的
な
区
別
が
定
着
し
た
こ
と
が
背
景
に
あ
ろ
う
。
太
田
全
斎
に
よ
っ
て
、「
俗

音
」
は
「
字
音
仮
名
遣
い
」
と
対
峙
す
る
も
の
と
し
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

四　

明
治
時
代
の
「
俗
音
」

　

さ
て
、
明
治
時
代
以
降
は
、
こ
の
「
俗
音
」
は
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
ん
に
ち
の
「
慣
用
音
」
と
の
関
係
も
気
に
な
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

四
―
一　
『
言
海
』

　

ま
ず
近
代
辞
書
の
草
分
け
で
あ
る
、
大
槻
文
彦
の
『
言
海
』（
明
治
二
二
年
刊
、

一
八
八
九
）
に
お
け
る
記
述
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。

ぞ
く（
名
）俗　
（
一
）民タ

ミ

ノ
ナ
ラ
ハ
シ
。下
民
ノ
風
儀
。「
風
ヲ
移
シ
、―
ヲ
變
フ
」

（
二
）
僧
ノ
境
涯
ヨ
リ
、
世ヨ

ノ

間ナ
カ

ノ
人
ヲ
呼
ブ
稱
。「
僧
―
」（
三
）
文ミ

ヤ
ビ雅

ナ
ラ
ズ

鄙ヒ
ナ

ビ
タ
ル　

。「
雅
―
」（『
言
海
』
568
頁
中
）

ぞ
く
げ
ん
（
名
）　　
　

サ
ト
ビ
コ
ト
バ
。
俗ぞ

く

語ご

。（『
言
海
』
568
頁
下
）

ぞ
く
ご
（
名
）　　
　

サ
ト
ビ
コ
ト
バ
。
俗
間
ノ
ナ
マ
リ
コ
ト
バ
。（『
言
海
』

568
頁
下
）

ぞ
く
じ
（
名
）　　
　

俗
間
ニ
用
ヰ
ル
正
シ
カ
ラ
ヌ
體
ノ
漢
字
。（『
言
海
』
569

頁
上
）

　

明
治
時
代
に
至
っ
て
、「
俗
」
に
「
い
や
し
い
」「
正
し
く
な
い
」
と
い
う
意
味
が

定
着
し
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
た
だ
し
、『
言
海
』
に
お
い
て
は
「
俗
音
」「
俗

韻
」
等
は
立
項
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、「
凡
例
」
で
は
漢
語
の
読
み
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

（
廿 

五
）
漢
語
ヲ
、
漢
音
ニ
讀
ム
ア
リ
、
吳
音
ニ
讀
ム
ア
リ
、
此
篇
、
一
ニ
習

慣
ニ
從
ヒ
テ
舉
ゲ
タ
リ
、
布ホ

衣イ

、
布フ

衣イ

、
飮オ

ン

食ジ
キ

、
飮イ

ン

食シ
ヨ
ク、

利リ

益ヤ
ク

、
利リ

益エ
キ

、

變ヘ
ン

化ゲ

、
變ヘ

ン

化ク
ワ

、
和ワ

解ゲ

、
和ワ

解カ
イ

、
法ホ

ツ

體タ
イ

、
法ハ

ツ

度ト

等
ノ
如
シ
。

（『
言
海
』「
凡
例
」
５
頁
）

　

こ
こ
で
は
漢
語
の
読
み
に
「
漢
音
」
と
「
呉
音
」
が
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
が
、

「
俗
音
」
あ
る
い
は
「
慣
用
音
」
に
つ
い
て
は
何
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。「
一
ニ
習

慣
ニ
從
ヒ
テ
舉
ゲ
タ
リ
」
と
い
う
言
葉
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、『
言
海
』
は
日
常

語
彙
の
意
味
を
示
す
の
が
目
的
な
の
で
あ
っ
て
、「
字
音
仮
名
遣
い
」
の
規
範
を
示

す
た
め
の
書
で
は
な
い
。
そ
の
点
が
太
田
全
斎
等
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
世
間
一
般
で
は
、「
俗
音
」
あ
る
い
は
「
慣
用
音
」
は
い
ま
だ
に
カ
テ
ゴ
リ
ー

化
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

四
―
二　
『
日
台
大
辞
典
』

　

次
に
、本
稿
の
冒
頭
で
も
挙
げ
た
『
日
台
大
辞
典
』（
明
治
四
〇
年
刊
、一
九
〇
七
）

に
お
け
る
記
述
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
明
治
時
代
後
半
に
入
っ
て
日
本
は
台
湾
を

植
民
地
と
し
て
統
治
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
時
に
統
治
上
の
必
要
性
か
ら
、
台

湾
総
督
府
の
小
川
尚
義
を
中
心
に
し
て
編
纂
さ
れ
た
の
が
『
日
台
大
辞
典
』（
明
治

俗
言

俗
語

俗
字
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四
〇
年
刊
、
一
九
〇
七
）
で
あ
る
。
こ

の
『
日
台
大
辞
典
』
の
「
凡
例
」
に
は
、

次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

漢
吳
音
ノ
假
名
遣
ハ
、
主
ト
シ
テ

太
田
方
氏
ノ
漢
吳
音
圖
ニ
據
リ
タ

レ
ド
モ
、
多
少
ノ
變
更
ヲ
ナ
セ
ル

處
ア
リ
（『
日
台
大
辞
典
』「
凡
例
」

６
頁
）

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、『
日
台
大
辞
典
』

の
漢
字
音
は
、
お
も
に
江
戸
時
代
の
太

田
全
斎
『
漢
呉
音
図
』
に
拠
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。（
た
だ
し
「
多

少
ノ
變
更
」
を
し
て
い
る
と
い
う
点
に

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。）

　

こ
の
『
日
台
大
辞
典
』
に
は
、「
日

台
字
音
便
覧
」
と
い
う
日
本
漢
字
音
と

台
湾
語

８
音
と
の
対
照
表
が
付
載
さ
れ

る
。
こ
れ
は
日
本
漢
字
音
と
台
湾
語
音

と
の
初
め
て
の
総
合
的
な
対
照
研
究
と

い
う
だ
け
で
な
く
、
江
戸
時
代
以
来

の
「
字
音
仮
名
遣
い
」
を
受
け
継
い
で

い
る
と
い
う
点
で
も
、
日
本
漢
字
音
史

上
の
貴
重
な
資
料
と
言
え
る
も
の
で
あ

る
９

。
そ
の
冒
頭
部
分
に
は
次
の
よ
う

な
凡
例
が
示
さ
れ
る
。

一
、 

漢
字
ノ
下
ニ
附
シ
タ
ル
假
名

ハ
普
通
、
右
方
ハ
漢
音
、
左

方
ハ
吳
音
ヲ
表
ハ
セ
ド
モ
屢
俗
音
ヲ
混
ヘ
出
セ
ル
所
ア
リ

　
　

…

一
、 

韻
字
ノ
下
ニ
附
シ
タ
ル
假
名
ハ
右
方
ハ
厦
門
音
、
左
方
ハ
漳
州
音
ニ
シ
テ

第
一
段
ハ
讀
書
音
、
第
二
段
以
下
ハ
俗
音
ヲ
表
ハ
ス
、
而
シ
テ
、
其
一
行

ナ
ル
モ
ノ
、
或
ハ
二
行
ニ
シ
テ
括
弧
ヲ
施
セ
ル
モ
ノ
ハ
厦
門
、
漳
州
共
通

ノ
音
ナ
ル
コ
ト
ヲ
示
ス

（『
日
台
大
辞
典
』「
日
台
字
音
便
覧
」
表
紙
裏
）

　

最
初
の
項
は
日
本
漢
字
音
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
だ
が
、こ
こ
で
は
「
漢
音
」「
呉

音
」
に
対
峙
す
る
も
の
と
し
て
「
俗
音
」
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
太
田

全
斎
の
「
俗
音
」
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
り
、
後
世
の
「
慣
用
音
」
に
も
つ
な
が

る
も
の
で
も
あ
る
。

　

一
方
、
次
の
項
は
台
湾
語
音
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
読
書
音
」

に
対
峙
す
る
も
の
と
し
て
「
俗
音
」
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
台
湾
語
の
母
胎
音

と
な
っ
た
中
国
閩
語
に
は
、「
読
書
音
」（
文
言
音
）
と
「
俗
音
」（
白
話
音
）
と
の

二
つ
の
層
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、中
央
か
ら
伝
え
ら
れ
た
規
範
音
と
し
て
の「
読

書
音
」
と
、
土
着
の
「
俗
音
」
と
の
二
層
で
あ
る
10
。

　

こ
の
凡
例
を
承
け
て
、「
日
台
字
音
便
覧
」
で
は
掲
出
字
の
下
に
日
本
漢
字
音
（
右

に
「
漢
音
」・
左
に
「
呉
音
」）
が
示
さ
れ
、
そ
の
下
に
韻
目
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
台

湾
語
音（
一
段
目
に「
読
書
音
」、二
段
目
以
下
に「
俗
音
」）が
示
さ
れ
る
。（
↓
図
１
）

　

こ
の
二
層
は
、
し
ば
し
ば
日
本
の
「
漢
音
」
と
「
呉
音
」
と
の
区
別
に
な
ぞ
ら
え

ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
11
。
し
か
し
こ
の
凡
例
の
記
述
を
見
る
と
、『
日
台
大
辞
典
』

で
は
「
字
音
仮
名
遣
い
」
の
「
漢
音
」「
呉
音
」
と
「
俗
音
」
と
の
対
峙
に
な
ぞ
ら

え
て
い
た
と
も
受
け
取
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
次
の
よ
う
な
図
式
で
あ
る
。

日
本
漢
字
音

字
音
仮
名
遣
い
（
漢
音
・
呉
音
）

俗
音
（
慣
用
音
）

台
湾
語
音

読
書
音
（
文
言
音
）

俗
音
（
白
話
音
）

図１　『日台大辞典』付載「日台字音便覧」冒頭「一部」
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文
雄
・
宣
長
は
「
俗
音
」
を
中
国
の
「
雅
音
」
に
対
峙
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い

た
。
一
方
太
田
全
斎
は
（『
和
名
類
聚
抄
』
の
記
述
を
も
と
に
）「
俗
音
」
を
「
字
音

仮
名
遣
い
」
に
対
峙
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
た
。
そ
し
て
「
日
台
字
音
便
覧
」
で

は
、
日
本
漢
字
音
で
は
太
田
全
斎
の
認
識
を
受
け
継
ぎ
、
台
湾
語
音
で
は
文
雄
・
宣

長
の
認
識
を
受
け
継
い
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。つ
ま
り
江
戸
時
代
に
存
在
し
た「
俗

音
」
に
関
す
る
二
通
り
の
認
識
が
、
明
治
時
代
の
『
日
台
大
辞
典
』
に
至
っ
て
融
合

し
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
至
っ
て
、
日
本
漢
字
音
に
お
け
る
「
俗
音
」
は
、「
字
音
仮
名
遣
い
」（
規

範
的
な
音
）
に
対
峙
す
る
も
の
と
し
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
さ
れ
た
と
言
え
る
。
こ
れ
が

後
世
の
「
慣
用
音
」
に
も
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

四
―
三　
「
慣
用
音
」
と
の
関
係

　

と
こ
ろ
で
、
こ
ん
に
ち
の
漢
和
辞
典
に
は
普
通
に
見
ら
れ
る
「
慣
用
音
」
で
あ
る

が
、
実
は
そ
の
起
源
は
定
か
で
は
な
い
。

　
「
漢
音
」「
呉
音
」
と
「
慣
用
音
」
に
つ
い
て
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
の
「
凡
例
」

に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

漢
音
・
吳
音
は
反
切
に
本
づ
き
、
實
際
の
用
例
を
參
酌
し
て
決
定
し
、
こ
れ
を

並
記
す
る
場
合
は
、
漢
音
を
右
に
吳
音
を
左
に
掲
げ
た
。
且
つ
兩
音
同
一
な
も

の
又
は
倂
記
の
必
要
の
な
い
も
の
は
、
單
に
一
音
を
記
載
す
る
に
止
め
た
。

我
が
國
に
は
漢
音
・
吳
音
の
外
に
、
慣
用
音
が
あ
り
、
又
後
世
、
中
國
音
の
影

響
に
本
づ
い
た
唐
音
が
あ
る
。
こ
れ
等
は
、
慣 

唐
の
記
號
の
下
に
こ
れ
を
置

い
た
。（『
大
漢
和
辞
典
』
巻
一
・「
凡
例
」
２
頁
下
、
修
訂
版
、
一
九
八
四
、

大
修
館
書
店
）

　

位
置
付
け
と
し
て
は
、太
田
全
斎
や『
日
台
大
辞
典
』に
お
け
る（「
字
音
仮
名
遣
い
」

と
対
峙
し
た
）「
俗
音
」
と
非
常
に
近
い
関
係
に
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
「
俗
音
」
と
「
慣
用
音
」
と
の
つ
な
が
り

0

0

0

0

に
つ
い
て
は
、
確
た
る
証
拠
は
見
出

せ
な
い
。

　

ち
な
み
に
、『
日
台
大
辞
典
』
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
『
漢
和
大
字
典
』（
重
野
安
繹
・

三
島
毅
・
服
部
宇
之
吉
監
修
、
亀
井
忠
一
編
輯
、
明
治
三
六
年
刊
、
一
九
〇
三
、
三

省
堂
）
で
は
、「
例
言
」
に
「
漢
音
」「
呉
音
」
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

一　

 

字
毎
に
、
其
の
下
に
、
先
づ
漢
音
を
記
し
、
次
ぎ
に
吳
音
を
記
し
（
た
ゞ

一
音
の
み
を
記
せ
る
は
、漢
吳
兩
音
共
通
）、切
之
に
次
ぎ
、韻
之
に
次
ぐ
。

…

（『
漢
和
大
字
典
』「
例
言
」
１
頁
。
カ
ッ
コ
内
は
割
注
と
な
っ
て
い
る
。）

　

こ
こ
で
は
「
俗
音
」
や
「
慣
用
音
」
に
関
す
る
記
載
は
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

９
年
後
に
発
刊
さ
れ
た
『
新
訳
漢
和
大
辞
典
』（
三
島
毅
・
大
槻
文
彦
監
修
、
濱

野
知
三
郎
輯
著
、
明
治
四
五
年
刊
、
一
九
一
二
、
六
合
館
）
で
は
、「
凡
例
」
に
次

の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

一
、 

毎
字
の
下
、
先
づ
漢
音
を
記
し
、
次
に
吳
音
を
記
し
、
次
に
反
切
と
韻
字

と
を
記
せ
り
。
但
し
、
漢
音
、
吳
音
共
通
の
も
の
は
、
そ
の
一
音
の
み
を

記
せ
り
。

　
　

…

一
、 

漢
音
、
吳
音
の
外
、
現
今
普
通
に
用
ゐ
ら
る
る
音
は
、
す
べ
て
慣
用
音
と

し
て
、
之
を
記
入
し
、
以
て
實
用
上
の
便
を
期
せ
り
。

（『
新
訳
漢
和
大
辞
典
』「
凡
例
」
１
頁
）

　

こ
こ
に
至
っ
て
、よ
う
や
く「
慣
用
音
」に
関
す
る
記
述
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

『
漢
和
大
字
典
』か
ら『
新
訳
漢
和
大
辞
典
』ま
で
の
間
に
は
９
年
の
開
き
が
あ
る
が
、

日
本
漢
字
音
に
お
け
る
「
慣
用
音
」
の
源
流
は
こ
の
辺
り
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
そ

う
で
あ
る 

。
五　

結
語

　
「
俗
」と
は
も
と
も
と「
習
い
」と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
の
が
、や
が
て「
世
間
一
般
」、

さ
ら
に
は
「
い
や
し
い
」
と
い
う
意
味
へ
と
変
遷
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、「
俗

12
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音
」
の
意
味
も
時
代
ご
と
に
変
化
し
た
。
ま
た
本
来
は
「
俗
音
」
は
「
俗
」
の
「
音
」

と
い
う
一
般
的
な
語
で
あ
っ
た
が
、
漢
字
音
研
究
に
お
い
て
特
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を

指
す
語
へ
と
変
貌
を
遂
げ
た
。

　
『
和
名
類
聚
抄
』
に
お
い
て
は
、「
俗
」「
此
間
」
は
「
正
音
」（
漢
音
、韻
書
の
反
切
）

に
対
峙
す
る
も
の
で
あ
り
、そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
呉
音
」
を
指
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　

江
戸
時
代
に
入
り
、
法
華
経
字
音
学
で
は
「
俗
」「
世
俗
」
は
「
世
間
一
般
の
音
」

を
指
し
、
そ
れ
は
法
華
経
読
誦
音
、
さ
ら
に
は
「
僧
」（
仏
教
）
と
対
峙
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
一
方
、
文
雄
・
本
居
宣
長
に
お
い
て
は
「
俗
音
」
は
中
国
の
方
言
音
を

指
し
、
そ
れ
は
「
雅
音
」（
中
国
の
官
話
、
中
原
音
）
と
対
峙
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

太
田
全
斎
の
『
漢
呉
音
図
』
は
文
雄
・
宣
長
の
「
字
音
仮
名
遣
い
」
研
究
を
受
け

継
い
だ
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
「
俗
音
」
は
文
雄
・
宣
長
と
は
異
な
り
、「
字

音
仮
名
遣
い
」
に
よ
る
規
範
的
な
「
漢
音
」「
呉
音
」
と
は
合
わ
な
い
音
を
指
し
て

い
た
。
太
田
全
斎
の
「
俗
音
」
は
約
900
年
前
の
『
和
名
類
聚
抄
』
を
承
け
た
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
内
実
は
「
字
音
仮
名
遣
い
」
と
対
峙
す
る
も
の
に
変
え
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

明
治
時
代
に
入
っ
て
、『
日
台
大
辞
典
』
付
載
「
日
台
字
音
便
覧
」
に
は
二
つ
の
「
俗

音
」
が
存
在
し
た
。
一
つ
は
日
本
漢
字
音
の
「
俗
音
」
で
、
こ
れ
は
太
田
全
斎
と
同

様
に
規
範
的
な
「
漢
音
」「
呉
音
」
と
対
峙
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
は
台

湾
語
音
の
「
俗
音
」
で
、
こ
れ
は
か
つ
て
の
中
国
の
規
範
音
で
あ
る
「
読
書
音
」
と

対
峙
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
ち
ら
は
文
雄
・
宣
長
を
承
け
て
い

る
と
も
言
え
る
。
つ
ま
り
江
戸
時
代
の
「
俗
音
」
に
関
す
る
二
つ
の
認
識
が
、
明
治

時
代
の
『
日
台
大
辞
典
』
に
至
っ
て
融
合
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
日
本
漢
字
音
に
お
け
る
「
俗
音
」
は
規
範
的
な
「
字
音
仮
名

遣
い
」
に
対
峙
す
る
も
の
と
し
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
さ
れ
た
。
そ
れ
が
現
代
の
漢
和
辞

典
の
「
慣
用
音
」
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
↓
図
２
）

図２　「俗音」変遷概念図
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１　

中
世
ま
で
は
「
正
音
（
漢
音
）
＝
漢
籍
の
読
書
音
」「
和
音
（
呉
音
）
＝
仏
典
の
読
誦
音
」

と
い
っ
た
、
い
わ
ば
自
然
発
生
的
な
区
別
で
あ
っ
た
。
中
澤
（
二
〇
〇
九
）
参
照
。

２　

永
山
勇
（
一
九
六
三
）
145
〜
169
頁
参
照
。

３　

江
口
泰
生
（
一
九
八
五
）
参
照
。

４　

永
山
（
一
九
六
三
）
364
〜
375
頁
参
照
。

５　

中
澤
（
一
九
九
九
）
お
よ
び
（
二
〇
〇
〇
）
等
参
照
。

６　

こ
の
「
俗
音
」
を
中
国
の
も
の
と
す
る
考
え
方
の
源
流
は
不
明
で
あ
る
が
、
例
え
ば
『
古

今
韻
会
挙
要
』（
元
・
熊
忠
著
、
一
二
九
七
年
成
）
の
「
凡
例
」
に
は
、「
音
例
」
と
し
て
次

の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

一　

世
俗
音
讀
有
相
承
而
誤
者
今
注
云
俗
作
某
音
非

例
見
支
韻
祗
字
注
覃
韻
酣
字
注

　
　

（『
古
今
韻
会
挙
要
』「
凡
例
」
３
ウ
１
〜
２
）

　

こ
こ
で
は
、
世
俗
に
音
読
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
誤
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
音
が
あ
る

が
、
今
そ
れ
を
「
俗
作
某
音
非
」
と
注
す
る
こ
と
に
す
る
、と
述
べ
ら
れ
る
。
例
と
し
て
「
酣
」

字
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
字
は
『
古
今
韻
会
挙
要
』
本
文
で
も

　
　

 

酣　

胡
甘
切
音
與
含
同
…
俗
作
呼
甘
切
音
非
（『
古
今
韻
会
挙
要
』
巻
一
〇
・
13
ウ
７
〜

８　

覃
與
談
通
）

と
注
さ
れ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
俗
」
と
は
、
中
国
に
お
け
る
「
世
間
一
般
」
と
考
え
て
よ
さ

そ
う
で
あ
る
。
一
方
、「
凡
例
」
に
続
く
「
礼
部
韻
略
七
音
三
十
六
母
通
攷
」
に
は
次
の
よ
う

な
記
述
が
あ
る
。

韻
書
始
於
江
左
本
是
呉
音
今
以
七
音
韻
母
通
攷
韻
字
之
序
惟
以
雅
音
求
之
無
不
諧
叶

（『
古
今
韻
会
挙
要
』「
礼
部
韻
略
七
音
三
十
六
母
通
攷
」
１
オ
４
〜
５
）

　

こ
こ
で
は
、
韻
書
は
「
江
左
」
で
始
ま
っ
た
も
の
で
、も
と
も
と
「
呉
音
」
を
載
せ
て
い
る
、

今
「
七
音
韻
母
」
を
も
っ
て
「
韻
字
之
序
」
を
考
え
、「
雅
音
」
を
も
っ
て
こ
れ
を
求
め
れ
ば
、

音
が
合
わ
な
い
こ
と
は
な
い
、
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
「
雅
音
」
に
対
峙
す
る
も
の
と

し
て
「
呉
音
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

こ
の
『
古
今
韻
会
挙
要
』
の
記
述
と
文
雄
と
の
因
果
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、『
韻
鏡

指
要
録
』
の
「
是
モ
亦
俗
音
ニ
シ
テ
呉
音
ノ
類
ナ
リ
ト
知
ル
ヘ
シ
」
と
い
う
記
述
は
、『
古
今

韻
会
挙
要
』
に
お
け
る
「
俗
」
や
「
呉
音
」
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
文
雄
は
『
磨
光
韻
鏡
』

や
『
磨
光
韻
鏡
字
庫
』（
宝
暦
一
〇
年
頃
成
、
一
七
六
〇
、
安
永
九
年
刊
、
一
七
八
〇
）
の
編

纂
に
あ
た
っ
て
、『
古
今
韻
会
挙
要
』
を
参
照
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
文
雄
の
「
俗
音
」

の
源
流
が
『
古
今
韻
会
挙
要
』
に
求
め
ら
れ
る
可
能
性
は
、
十
分
に
あ
る
と
言
え
る
。
文
雄

の
『
古
今
韻
会
挙
要
』
利
用
に
つ
い
て
は
、
中
澤
（
二
〇
〇
四
）
参
照
。

　

な
お
日
遠
の『
法
華
経
随
音
句
』で
は
、『
古
今
韻
会
挙
要
』「
礼
部
韻
略
七
音
三
十
六
母
通
攷
」

の
記
述
を
承
け
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

見
ル
ニ二

韻
會
一
曰
、
韻
書
、
始
二
於
江
左

ヨ
リ一

、
本

レ
是
呉
音
、
今
以
二
七
音

ノ
韻
母
一
、
通
攷
二

韻
字
之
序
一
、
惟
以
二
雅
音
一
、
求

ル
ニレ

之
、
無
レ
不
二
諧
叶
一
。

已上

。
常

ニ
所

ノレ

言
、
呉
音
漢
音

ト
、
與
二

彼
ノ

呉
音
雅
音
一
、
同
耶ヤ

、
異
耶ヤ

、更
明
之
。

云　
　

云

（『
法
華
経
随
音
句
』
巻

上
・
30
ウ
６
〜
９
）

　

日
遠
は
日
本
の
「
呉
音
」「
漢
音
」
と
中
国
の
「
呉
音
」「
雅
音
」
と
を
並
べ
た
上
で
、
こ

の
両
者
が
同
じ
も
の
か
異
な
る
も
の
か
更
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
日
遠

は
こ
こ
で
の
「
呉
音
」「
雅
音
」
の
記
述
が
日
本
の
「
呉
音
」「
漢
音
」
と
ど
う
関
係
が
あ
る

の
か
、
結
論
を
出
す
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
日
遠
『
法
華
経
随
音
句
』
に
お

け
る
「
呉
音
」「
漢
音
」
に
つ
い
て
は
、
中
澤
（
二
〇
〇
八
）
参
照
。

７　

方
言
と
言
っ
て
も
日
本
の
方
言
と
は
異
な
り
、
方
言
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
困

難
で
あ
る
。
呉
語
、
粤
語
、
閩
語
な
ど
。
言
語
学
的
に
は
別
言
語
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

８　

台
湾
語
の
ル
ー
ツ
は
、
中
国
福
建
省
で
話
さ
れ
る
閩
語
、
特
に
南
部
で
話
さ
れ
る
閩
南

語
（
河
洛
語
、
福
佬
語
）
で
あ
る
。
台
湾
で
は
他
に
客
家
語
・
原
住
民
諸
語
（
オ
ー
ス
ト
ロ

ネ
シ
ア
語
族
）
が
話
さ
れ
る
。
中
華
民
国
統
治
下
と
な
っ
て
か
ら
は
、
中
国
の
北
京
語
が
「
国

語
」
と
さ
れ
た
。

９　

中
澤
（
二
〇
一
〇
）
参
照
。

10　

詹
伯
慧
（
一
九
八
三
）
248
〜
253
頁
参
照
。

11　

日
本
語
の
「
漢
音
」「
呉
音
」
と
台
湾
語
の
「
読
書
音
」「
俗
音
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

中
澤
（
二
〇
一
二
）
参
照
。

12　

高
松
政
雄
（
一
九
八
二
）
670
頁
で
は
、

①
ま
ず
、
管
見
で
は
、「
慣
用
音
」
な
る
も
の
を
記
す
も
の
の
中
、
最
も
早
い
時
期
の

も
の
た
る
、「
新
訳
漢
和
大
辞
典
」
の
を
引
く
。

と
し
て
、
こ
の
凡
例
を
引
用
し
て
い
る
。 
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引
用
文
献

江
口
泰
生
（
一
九
八
五
）「『
和
名
類
聚
抄
』
の
「
俗
」
音
注
」、『
国
語
学
』
141
、
国
語
学
会
（
現
・

日
本
語
学
会
）、
１
〜
17
頁

詹
伯
慧
（
一
九
八
三
）『
現
代
漢
語
方
言
』、
樋
口
靖
訳
、
東
京
：
光
生
館

高
松
政
雄
（
一
九
八
二
）『
日
本
漢
字
音
の
研
究
』、
東
京
：
風
間
書
房

中
澤
信
幸
（
一
九
九
九
）「
一
七
世
紀
初
頭
に
お
け
る
『
古
今
韻
会
挙
要
』
の
受
容　

―
日
遠

『
法
華
経
随
音
句
』
を
中
心
に
―
」、『
愛
文
』
34
、
愛
媛
大
学
法
文
学
部
国
語
国
文
学
会
、

16
〜
27
頁
、
中
澤
（
二
〇
一
三
）
所
収

中
澤
信
幸
（
二
〇
〇
〇
）「
な
ぜ
日
遠
は
伝
統
的
読
誦
音
を
改
変
し
た
か
」、『
訓
点
語
と
訓
点

資
料
』
104
、
訓
点
語
学
会
、
１
〜
12
頁
、
中
澤
（
二
〇
一
三
）
所
収

中
澤
信
幸
（
二
〇
〇
四
）「『
磨
光
韻
鏡
』
と
『
磨
光
韻
鏡
字
庫
』」、『
国
語
学
』
55
―
１
、
日

本
語
学
会
、
82
〜
69
頁
（
右
16
〜
29
頁
）、
中
澤
（
二
〇
一
三
）
所
収

中
澤
信
幸
（
二
〇
〇
八
）「
日
遠
『
法
華
経
随
音
句
』
に
お
け
る
「
呉
音
」「
漢
音
」」、『
訓
点

語
と
訓
点
資
料
』
120
、
訓
点
語
学
会
、
60
〜
75
頁
、
中
澤
（
二
〇
一
三
）
所
収

中
澤
信
幸
（
二
〇
〇
九
）「
斉
韻
字
に
対
す
る
字
音
注
の
変
遷
に
つ
い
て
」、『
国
文
学
攷
』

202
、
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
、
１
〜
14
頁

中
澤
信
幸
（
二
〇
一
〇
）「『
日
台
大
辞
典
』
付
載｢

日
台
字
音
便
覧｣

に
つ
い
て
」、『
山
形

大
学
大
学
院
社
会
文
化
シ
ス
テ
ム
研
究
科
紀
要
』
７
、
162
〜
154
頁
（
右
１
〜
９
頁
）

中
澤
信
幸
（
二
〇
一
二
）「
日
本
語
の
漢
音
・
呉
音
と
台
湾
語
の
読
書
音
・
俗
音
」、『
山
形
大

学
大
学
院
社
会
文
化
シ
ス
テ
ム
研
究
科
紀
要
』
９
、
59
〜
68
頁

中
澤
信
幸
（
二
〇
一
三
）『
中
近
世
日
本
に
お
け
る
韻
書
受
容
の
研
究
』、
東
京
：
お
う
ふ
う

永
山
勇
（
一
九
六
三
）『
国
語
意
識
史
の
研
究
』、
東
京
：
風
間
書
房

付
記　

本
稿
は
、
平
成
二
十
五
年
度
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
会
春
季
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
文
献
か
ら
見
た
日
本
語
の
歴
史
」（
二
〇
一
三
年
七
月
）
に
お
け
る
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
報
告
が
元
に
な
っ
て
い
る
。
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Zoku-on: Sino-Japanese ‘Vulgar’ Readings

NAKAZAWA Nobuyuki
 （Linguistic Sciences, Cultural Systems Course）

　Zoku-on （俗音） is a technical term used by scholars of Sino-Japanese from the Heian Period to the 
Meiji Period. Its meaning, however, changed over time. It originally meant ‘vulgar tongue’, used as 
a general term, but afterwards came to be employed as a technical term referring to more specifi c 
categories. In the Heian Period, it referred to the go-on （呉音） to distinguish them from the sei-on （正音） 
and kan-on （漢音）, the readings cited in Chinese rhyming dictionaries. In the Edo Period, it referred to 
‘general readings’, distinguishing them from the Buddhist hokke-kyō （法華経, the Lotus Sutra） readings: 
Chinese dialect readings as opposed to Mandarin Chinese readings. Later, zoku-on were recategorized 
as ‘common readings’, as opposed to jionkanazukai （字音仮名遣い） or ‘artifi cial readings’. Zoku-on thus 
have a strong connection with kan’yō-on （ 慣 用 音 ）, or ‘idiomatic readings’, used in contemporary 
Chinese character dictionaries.
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